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森田知事を告発した当時の吉川氏

随

ムチャクチャな千葉県警

称・住職

つ点もメ　　しれメか店
たも盗ラ署た　、う　らで
Tゝ　J－　小甘　′Tヽ　E＝｝　　　○　ヨ：＝．L　一事・・　ウl・　一」

職。95年ボーン・上田記念国
際記者廣受賞。「秘密のファ
イルーCTAの対日工作」な
ど著轟多数。

そ
こ
ま
で
や
る
か
。
千
葉

県
啓
の
過
剰
捜
査
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
先
月
3
1
日
に

逮
捕
さ
れ
た

前
千
葉
県
議

の
吉
川
洋
氏

し
め
逮
捕
．
”蘭
騒

た
ら
日
程
調
整
し
て
う
か
が

う
』
と
の
電
話
も
砲
署
に
入

れ
た
。
そ
れ
な
の
に
7
人
も

の
督
宮
が
突
然
、
自
宅
に
押

し
掛
け
、
ト
イ
レ
ま
で
調
べ

た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
県
警

の
一
方
的
な
発
表
を
タ
レ
流

し
。
私
や
弁
護
士
に
取
材
が

な
か
っ
た
。
第
事
件
は
こ

う
し
て
つ
く
ら
れ
る
の
だ
と

「
薫
、
7
人
の
菅
が
量
に
押
し
か
け
て
き
た
」
…
㈲
…
緋

（
6
1
）
の
道
交
法
違
反
容
疑
掛
か
り
な
家
宅
捜
索
ま
で
行
視
し
て
右
折
。
出
頭
要
請
を
官
の
目
撃
証
言
だ
け
で
通
交
り
調
べ
も
全
面
否
認
し
、
3

事
件
の
こ
と
だ
。
書
川
氏
は

県
議
時
代
、
県
馨
の
不
正
経

理
問
題
を
追
及
し
て
き
た
。

い
わ
ば
県
警
に
と
っ
て
〝
目

の
敵
″
と
さ
れ
る
人
物
。

「
信
号
熊
視
」
と
い
う
超
軽

微
な
事
案
で
逮
捕
さ
れ
、
大

わ
れ
た
の
だ
。
案
の
定
、
調
拒
否
し
た
た
め
、
逮
捕
し
た

べ
る
ほ
ど
怪
し
い
に
お
い
が
と
い
う
内
容
だ
。
こ
れ
に
対

プ
ン
プ
ン
す
る
。
　
　
　
し
、
吉
川
氏
は
真
っ
向
か
ら

県
肇
発
表
に
よ
る
と
、
吉
反
論
。
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

川
氏
は
3
月
8
日
、
相
市
内
　
「
ま
ず
当
時
の
右
折
信
号
は

の
国
道
1
6
号
の
交
差
点
に
バ
青
で
、
信
号
無
視
は
あ
り
ま

イ
ク
で
進
入
、
赤
信
号
を
無
せ
ん
。
た
っ
た
ひ
と
り
の
督

法
違
反
と
い
う
の
で
す
。
私

は
現
場
検
証
に
も
立
ち
会
っ

て
い
な
い
。
そ
ん
な
バ
カ
な

話
が
あ
り
ま
す
か
。
出
頭
通

知
に
は
『
（
指
定
の
）
日
時

は
都
合
が
悪
い
』
と
い
う
文

書
を
返
し
、
『
6
月
に
な
っ

日
後
に
釈
放
さ
れ
た
。
柏
署

は
「
適
法
、
適
正
な
捜
査
と

考
え
て
い
る
」
と
説
明
す
る

が
、
県
肇
の
〝
狙
い
″
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

「
不
正
経
理
問
題
を
追
及
し

た
吉
川
氏
に
対
し
て
県
聾
が

『
面
白
く
な
い
』
と
思
っ
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ

れ
に
吉
川
氏
は
、
自
民
党
支

部
長
で
あ
り
な
が
ら
知
事
選

で
『
完
全
無
所
属
』
を
掲
げ

た
森
田
知
事
を
公
選
法
違
反

で
告
発
し
た
グ
ル
ー
プ
の
中

核
で
す
。
こ
れ
も
引
っ
掛
か

り
ま
す
ね
」
　
（
地
元
記
者
）

元
共
同
通
信
社
記
者
で
、

同
志
社
大
社
会
学
部
の
浅
野

健
一
教
授
は
こ
う
言
う
。

「
メ
チ
ヤ
ク
チ
ャ
な
事
件
で

す
。
そ
も
そ
も
本
人
が
違
反

を
認
め
て
お
ら
ず
、
任
意
捜

査
や
調
杏
作
成
に
応
じ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
員

裁
判
制
度
が
導
入
さ
れ
、
犯

人
視
扱
い
し
な
い
、
両
者

（
県
笹
と
容
疑
者
な
ど
）
の

言
い
分
を
蕃
く
－
と
な
っ

た
が
、
犯
罪
報
道
の
構
造
的

な
問
題
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
の
事
件
と
（
無
罪
が

確
定
し
た
）
布
川
事
件
と
何

が
違
う
の
か
と
さ
え
感
じ
ま

す」〝
口
封
じ
逮
捕
″
　
〝
見
せ
し

め
逮
捕
″
が
ま
か
り
通
る
よ

う
で
は
江
戸
時
代
と
何
ら
変

わ
ら
な
い
。

盗
撮
男
を
捕
ま
え
た
ら
、

「
お
寺
の
住
職
」
を
名
乗
っ
た

と
い
う
。
埼
玉
県
警
大
宮
署
に

8
日
、
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例

違
反
（
盗
撮
）
の
現
行
犯
で
逮

挿
さ
れ
た
の
は
、
栃
木
県
佐
野

市
在
住
の
自
称
・
住
職
の
吉
田

紘
一
郎
容
疑
者
（
2
3
）
。

こ
の
男
は
8
日
、
さ
い
た
ま

市
の
J
R
大
宮
駅
ビ
ル
内
の
書

オ
バ
マ
大
統
領
は
記
者
本
に
対
し
て
こ
ん
な
発
言
対
し
て
は
悪
意
を
持
っ
て

菅
直
人
首
相
は
一
体
、

い
つ
辞
任
す
る
の
か
。
本

人
ま
、
屯
〔
リ
オ
．
，
ベ
マ
柴
ト
へ

日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
、

特
に
同
行
記
者
団
の
報
道

団
を
前
に
、
開
口
一
番

「
私
が
言
い
た
い
こ
と

は
、
菅
首
相
と
も
う
一
度

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
え
る
こ
と
を
私
が
ど

れ
ほ
ど
膏
ん
で
い
る
か
と

い
う
こ
と
だ
」
と
語
っ

を
し
た
こ
と
は
な
い
。

「
強
い
日
本
は
米
国
の
利

益
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

発
言
だ
。
そ
し
て
、
管
首
相
に
つ

い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
、
管

首
相
が
大
震
災
の
時
に
示

い
な
い
。
実
は
、
日
本
の
首
相
の

在
任
期
間
が
題
く
、
政
局

が
不
安
定
で
懸
案
も
片
付

け
ら
れ
ず
、
米
側
は
困
っ

て
い
る
の
だ
。
記
者
団
の

前
で
あ
え
て
管
氏
を
褒
め

生
き
て
い
た
。

ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル

国
家
安
全
保
障
会
議
（
N

S
C
）
ア
ジ
ア
上
級
部
長

は
記
者
説
明
で
管
訪
米
は

「
た
ぷ
ん
9
月
初
め
」
と

言
明
し
た
。

1
月
の
朝
錦
漆
中
国
国

ご
ま
一
石
を

で
あ
る
、
と
同
部
長
は
説

明
し
た
。
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

問
題
で
は
、
米
上
院
の
大

物
議
員
が
米
空
軍
嘉
手
納

基
地
へ
の
統
合
を
提
案
し

た
。
だ
が
、
両
首
脳
は
新

提
案
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、

見
守
秦
か
堅
侍
で
合
意
し

デ
リ
ヘ
ル
嬢
を
呼
ん
で
自

宅
に
連
れ
込
み
、
8
時
間
以

上
も
監
禁
し
た
男
を
御
用

だ
。
警
視
庁
府
中
署
な
ど
が

3
∃
、
監
禁
か
兎
一
丁
眼
ご
垂


